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島拠点プロジェクト02
〜飛島に文化の拠点をつくる〜
飛島ロマン［山形県酒田市］

設立年月 ･･･2012 年 10 月設立
メンバー数 ･･･10 人（島内 6 人・島外 4 人）
代表者名 ･･･ 渡部 陽子（わたなべ ようこ）
連絡先 ･･･〒998-0281　山形県酒田市飛島字勝浦甲 44　matsumoto@apcollage.net
団体のミッション ･･･ 夢を持った若者が飛島を舞台に活躍できる仕組みをつくるために、
若者の活動拠点を整備・活用しています。
各拠点で様々な人の繋がりをつくり、雇用創出・交流人口の拡大・移住者の誘致に繋げます。

団体設立の経緯
　2011年5月、山形県飛島にとびしま未来協議会が発足
しました。とびしま未来協議会は、島民、島の応援団（市民、
NPO、大学など）、山形県、酒田市などが一緒に島の未来
を考える合意形成の場として設立されました。同協議会の
24年度の主な事業として、緑のふるさと協力隊（NPO法
人地球緑化センター）の導入と、島の観光拠点となる「しま
café」の運営（2012年度新しい公共の場づくりのためのモ
デル事業）があります。こうした前向きな取り組みの中で、
U・Iターンの若者が島に出入りし、それを島民が応援する
状況が徐々に整ってきました。初めはそれぞれの立場で活
動を行っていた若者たちも次第に集まり始め、島における
若者としての課題を話し合う機会が増えました。
　そして、2012年10月に、飛島で夢を持った若者が活躍出
来る仕組みをつくるための団体「飛島ロマン」を結成。その
初めの取り組みとして、「第21回 住まいとコミュニティづく
り活動助成」に応募することとなりました。

地域概要
　飛島は山形県の北部に位置する酒田市より北西へ
39.3kmの日本海上に位置し、周囲10.2km、面積2.75㎢
の小さい島です。山形県唯一の離島であり、以前は飛島村
として一島一村の自治体を形成していましたが、1950年に
酒田市と合併しました。1940年には最大1,788人の人口を
有し、昭和30年代後半以降に高校へ進学する子どもとそ
の親が本土側へ相次いで転出したことなどにより、人口減
少と少子化が急速に進みました。2010年の国勢調査によ
る人口は228人、65歳以上の高齢者人口は59.6%、18歳
未満の人口が占める割合は2.2%と、少子高齢化が顕著に
なっています。
　島の基幹産業は漁業と観光業で、ともに就業者の高齢
化と後継者不足により、衰退の一途をたどり、島の風景や
文化は徐々に失われてきています。しかし、縄文時代の遺物
の発掘、平安時代のものとされる人骨が発見された「テキ
穴」、鳥海山大物忌神社と飛島の小物忌神社に伝わる「火
合わせ神事」など、離島特有の生活様式、歴史文化資源が
豊富に存在しています。

誰にも見向きされることのなかった空
き家を改修し、地域資料館として生
まれ変わらせることができた。
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空き家の修復

かつて民宿として営業していた空き家
を利用して、新しい場作りを始めました。

まず、団体のメンバーで空き家の片付
けと掃除を行い、実測して図面を作成。そ
の後、島の大工さんにアドバイスを受けな
がら打ち合わせを重ね、設計を進めてい
きます。2階を映画上映スペース、1階を
展示スペースとして計画を進める中で、空
き家の現状と予算の問題で、比較的きれ
いな2階は既存のまま活用し、1階を重点
的に改修することになりました。

改修の主な作業は大工さんに依頼し、
ペンキ塗りや照明の配置などの作業はア
ドバイスを受けながらメンバーで行おうと
いう流れに。素人作業で少々粗の目立つ
仕上がりですが、一人一人が手をかけた
ことで思い入れのある空間となったように
思います。

また、共同作業をすることでメンバーの
和も深まりました。これまでの飛島には見
受けられない活動であるため、通りすがる
多くの方々が様子を伺いに来ていたこと
が印象深いです。

活動に至った

理由や背景

先に述べたとびしま未来協議会では、
しまcaféの売り上げから映像上映の為の
機材を購入しました。しかしそれらはマン
パワー不足ということもあり充分に活用さ
れているとは言い難い状況でした。また
全国でも取り沙汰されていますが、飛島で
も人口減少に伴い、空き家が目立つよう
になってきました。この空き家を何とかした
いという思いと、上映機材を活用しようと
いう思いが重なって、空き家となっていた
旧民宿を改修するに至りました。

飛島で暮らす若者の活動の拠点、島
の文化を発信する拠点として映像資料
館という結果になったのは、上映機材の
他、島の各所に眠っている資料・民具を
収集し活用する場をつくるという目的が
あったためでした。

新しい場の活用

改修作業を進めながらも、2階やエント
ランスを利用して幾つかのイベントを行
いました。2階では、スクリーンやスピー
カーなどの機器を用いて島内で撮影し
た映像を上映し、島外の方に対し飛島に
ついて説明する講座を数回開催。夏に
は県内の水産高校より依頼があり、20人
程度の生徒を相手に簡単な課外授業も
実施しました。メンバー自ら島を紹介する
他、島内で企画された環境系のツアーに
おいて、講師を呼んで環境という視点か
ら島を学ぶ講座も行いました。

エントランスでは、島のおばあちゃんを
講師として招き、20人程度の親子を対象
にイカの一夜干し作り体験を提案し実施
しました。初めて生のイカに触る子供も多
く、賑やかな声があたりに響きました。

メインとなる場所が改修中ではありまし
たが、それ以外のスペースを活用して島
内外の人 が々ふれ合い、交流する場の提
供が出来たように思います。

とびしま漁村文化

研究会の設立

飛島に文化の拠点を作るにあたり、
島の文化的な動きが活発になりました。
2013年6月には「とびしま漁村文化研究
会」が設立されました。この研究会は、飛
島の3地区の区長、漁師、若者などの島
民と、島外の専門家や新聞記者、大学関
係者などで構成されています。今回作り
上げた地域資料館のソフト部分をはじめ
とする、島の文化的な活動を行う主体と
して実践を積んでいきます。

飛島学の提唱

とびしま漁村文化研究会では「飛島
学」を提唱し、多角的な視点で飛島を捉
え、学びの成果を蓄積するとともに実践活
動を行っています。2013年度は、様 な々
分野から専門家を呼んで飛島について
の講義を行う「飛島学講座」を主な活動
としました。全6回の講座と、それに関わる
2回の写真展を開催しています。

飛島学講座の第1回目は「縄文と飛島」
というテーマを掲げ、飛島の蕨山遺跡発
掘に携わった考古学研究者を招き、2階
のスペースにて講座を行いました。飛島
ロマンにも発掘調査に加わったメンバー
がいたため、講座に参加した島民と具体
的な話をすることが出来ました。講座に伴
い、島で発掘された縄文時代の石器や
土器も展示。これらは飛島小中学校から
お借りしました。島外から訪れた家族の
お子さんは、石器を手に大喜びでした。

島内の開催だけでは呼べる人数に限り
があるため、飛島をより多くの方に知って
もらおうという思いから本土側でも飛島学
講座を開催しました。内容はバードウォッ
チング、漂着学（漂着物に関わる、民俗
学からの派生）、歴史学等です。各回の
テーマに興味を持った参加者が訪れ、活
発に意見交換がなされました。

それぞれの仕事がある中、時
間を合わせてペンキ塗り。初
めての作業に戸惑うも、笑い
声が響く。

島外での飛島学講座開催。
飛島学講座広報物。

とびしま漁村文化研究会第一回総会。

おばあちゃんを招いてイカの一夜干し作り体験。

2階での映像上映。

飛島ロマン［山形県酒田市］

プロの映像作家より指導を受
ける。目に見える形で飛島を
記録していくのは重要なこと。
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写真展覧会の開催

毎年5月下旬に実施される「飛島クリー
ンアップ作戦」（島内外から約300名が
集まり、飛島の海岸漂着ごみを清掃する
活動）に合わせて、「飛島アーカイブス 飛
島クリーンアップ作戦の歴史」という写真
展を開催しました。クリーンアップ作戦は
2013年で13回目を迎え、これまでの経歴
を振り返ることで、現在の活動をより効果
的に位置づけることを目的としました。展
示場所は昼食会場脇にし、休憩の際に多
くの人が目にしていました。現在と過去の
写真を比較することで海岸漂着ごみの増
減を知り、活動の効果、意義を感じてい
ただけたようです。

また、8月下旬から9月上旬にかけて、
「宮本常一 離島へのまなざし」と題して
写真展を開催しました。これは1963年に
民俗学者・宮本常一が飛島を訪れた際
の写真を展示したものです。飛島・粟島・
佐渡島の近隣3島による「三島交流会」
の開催に合わせ、同時代の粟島と佐渡
島の写真も展示しました。島の昔の写真
を見ながら思い出話に花を咲かせる島
民の姿が多く見受けられました。

宮本常一写真展では来場者それぞれが思
い出を語り、島に対する想いを垣間見るこ
とができた。

島
を
記
録
す
る
。島
に
思
い
出
話
の
花
を
咲
か
せ
る
。

飛島クリーンアップ作戦での写真展示。

とびしま漁村文化研究会発行の飛島学
叢書第一弾『飛島の磯と海』。今後も発
行予定。

飛島ロマン［山形県酒田市］22
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地域資料館

「島のミューゼアム澗」

の開館

改修を進めていた空き家を、地域資料
館「島のミューゼアム澗

にま

」として2013年11
月14日に開館しました。「澗」とは飛島で自
然の岩場を利用した船着き場のことを指
しており、澗は舟、人、海産物が集う場所
でした。ミューゼアムも様 な々人やもの、情
報等が交わる場になればとの思いを込め
て「澗」と命名しています。

開館に合わせ、宮本常一の写真展やト
ビウオ漁の映像上映、島の昔の映像上
映などを行いました。開館式に訪れてくれ
た島の方 に々は大変好評で、嬉しい限り
です。開館式以降も「あの映像が見たい」
と数人連れ立って訪れるおばあちゃんグ
ループもいました。開館式の様子がマス
コミにも取り上げられたので、酒田市の職

員が来島し見学をしていくこともありまし
た。また、飛島には島外から工事関係者
が多く出入りしています。冬場の天候不
良のため作業が出来ず、時間が出来た
のでミューゼアムを訪れたという業者さん
もいました。飛島には娯楽施設がないた
め、余暇の時間を有効に活用していただ
くことが出来たように思います。

全国の離島の祭典「アイランダー」に
おいては、出張ミューゼアムとして「しまシ
ネマ」の名前で飛島の映像を上映しまし
た。ミューゼアムの改修途中の写真も掲
示し、我々の活動について来訪者に説明
を行いました。

2014年度に入ってからも展示は続けて
います。飛島は日本で観察される野鳥の
半数に当たる約300種が飛来し、バード
ウォッチングの聖地としても知られていま
す。「春の渡り」の季節である5月現在は
野鳥をテーマに写真展を開催中です。野
鳥の写真は日本野鳥の会山形県支部長

さんをはじめ、数名の方からご協力いた
だきました。4月末からバードウォッチャー
の来島が増え、準備期間中から様子を
伺いに訪れる方もいました。バードウォッ
チャーの交流の場となることはもちろん、
普段鳥を見ることの少ない方々にも飛島
の魅力の一部を知っていただける機会に
なると考えています。自然体験教室で飛
島を訪れる酒田市内の小学生にも是非
訪れてほしいと計画しています。

今後の予定　

改修を進める中で島の方 に々「地域資料館をつ
くる」と説明したところ、昔使用していたという漁具
や民具を提供していただきました。いただいた中に
は灯籠があり、現在は行われていない、お盆の灯
籠飾りのお話も併せて聴くことが出来ました。道具
にまつわるエピソードも共に記録していきます。

ミューゼアムに展示してほしいと、いくつかの作品
の提供も受けました。飛島に20年以上通っているア
マチュア写真家の方からは、40点近くの作品を譲り
受けました。島出身メンバーの幼少の頃の写真や
故人の写真、島の植生の写真もあり、貴重な資料と
なっています。

徐 に々、島内外にミューゼアムの存在が周知され
てきました。まだまだ多くの方の協力を仰がねばなら
ない状況ですが、ミューゼアムに興味を持っていた
だけるのは非常に喜ばしいことだと感じています。

初めて飛島を訪れた方を対象に、飛島を学ぶ場
として活用することも考えています。飛島に関する
書籍や写真、地図などを設置し、飛島について学ん
でもらいたいです。2014年度は山形県の事業で県
内各地から多くの人が飛島を訪れます。その一会
場としてミューゼアムも利用されるため、1階では展
示を見てもらい、2階を座学の場として提供します。

写真、動画、聞き書き等による島の生活の記録も
継続して行います。今後も積極的に外へ出かけ、島
の人 の々姿をとらえていこうと思います。島民と一緒
に活動（漁、畑、料理作り等）をすることで、技術の
蓄積にもつながります。

正直に述べれば、冬場はほとんど来館者があり
ませんでした。絶えず一定の人数が訪れるという
のは、飛島の立地や島民の母数を考えても難しい
ことは承知しています。様 な々方面から興味を持っ
ていただけるような展示を企画していくことが最も
難しいところですが、ミューゼアムが継続するため
に最も重要な部分であるでしょう。展示以外でも学
びの場、交流の場として、「島のミューゼアム澗」に
様 な々視点から蓄積がなされていくことが期待され
ます。

飛島の記録

島の生活や風景の映像記録を随時進
めています。普段の何気ない生活でも、移
り変わる時代の中で消え行くもの、取り入
れられるものもあります。漁の手伝いや畑
では積極的にシャッターを切るように心が
けています。食生活も同じです。島の食文
化は独自のものがあり、これらを記録する
ことも重要であると考えます。

島に住んでいるメンバーで記録をする
他、島外から映像作家の方を呼んで映
像制作も行いました。また、簡易の写真ス
タジオを設置し、縄文土器や民具の撮影
を実施しました。

映像の他、聞き書きしたことも記録とし
て残しました。放っておいては忘れ去られ
てしまいますが、人の記憶は生きた証でも
あります。飛島の人 と々関わる中で語られ
る昔の記憶や、聞いたこと、見たこと、自身
が感じたこと等を書き留めていきます。

島のミューゼアム澗・館長と
島のおばあちゃん。ちょっとし
た挨拶の時も、すぐに笑顔が
広がる。

季節が変われば展示テーマも変わる。 映像上映で盛り上がるおばあちゃん達。
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